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(57)【要約】
　制御情報のためのデータ及びパイロットを送ることに
関する技術が説明される。１つの態様において、ユーザ
設備（ＵＥ）は、複数のパイロット・シーケンスを得る
ために第１の直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡
散する。その後、ＵＥは、複数のシンボル周期の複数の
サブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る、
なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンス
が送られる。ＵＥは、変調シーケンスを得るために制御
情報（例えば、ＡＣＫ情報）で参照信号シーケンスを変
調する。ＵＥは、複数のデータ・シーケンスを得るため
に第２の直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡散す
る。その後、ＵＥは、データに対して複数のシンボル周
期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンスを
送る。別の態様において、ＵＥは、少なくとも１つのシ
ンボル周期で分離された複数のシンボル周期の複数のサ
ブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る、な
お、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが
送られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡
散することと；
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで前記複数のパイロット・シーケンスを送る
ことと、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが送られ、各パイロット
・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項２】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから前
記直交シーケンスを得ることを更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ウォルシュ行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから前記直交シーケンス
を得ることを更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成される参照信号シーケンスのセ
ットから前記参照信号シーケンスを得ることを更に含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記参照信号シーケンスを拡散することは、３つのパイロット・シーケンスを得るため
に長さ３の前記直交シーケンスで前記参照シーケンスを拡散することを含むこと、
　前記複数のパイロット・シーケンスを送ることは、７つのシンボル周期を含むスロット
の３つのシンボル周期で前記３つのパイロット・シーケンスを送ることを含むこと、
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記参照信号シーケンスを拡散することは、２つのパイロット・シーケンスを得るため
に長さ２の前記直交シーケンスで前記参照信号シーケンスを拡散することを含むこと、
　前記複数のパイロット・シーケンスを送ることは、６つのシンボル周期を含むスロット
の２つのシンボル周期で前記２つのパイロット・シーケンスを送ることを含むこと、
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　変調シーケンスを得るために肯定応答（ＡＣＫ）情報で前記参照信号シーケンスを変調
することと；
複数のデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで前記変調シーケンスを拡
散することと；
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケ
ンスを送ることと、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが
送られ、各データ・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる；
　を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成される第１の直交シーケンスのセット
から前記直交シーケンスを得ることと；
ウォルシュ行列に基づいて生成される第２の直交シーケンスのセットから前記第２の直交
シーケンスを得ることと；
　を更に含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記参照信号シーケンスは、７つのシンボル周期を含むスロットの真ん中３つのシンボ
ル周期で送られる３つのパイロット・シーケンスを得るために長さ３の前記直交シーケン
スで拡散されることを含むこと、
　前記変調シーケンスは、前記スロットの残りの４シンボルで送られる４つのデータ・シ



(3) JP 2010-528534 A 2010.8.19

10

20

30

40

50

ーケンスを得るために長さ４の前記第２の直交シーケンスで拡散されることを含むこと、
　を特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のシンボル周期は、複数のシンボル周期を含むスロットの連続するシンボル周
期であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のパイロット・シーケンスを送ることは、複数のパイロット・シーケンスに基
づいて複数のシングル－キャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボルを生成する
こと、なお、各パイロット・シーケンスの間に１つのＳＣ－ＦＤＭシンボルが生成され、
前記複数のシンボル周期で前記複数のＳＣ－ＦＤＭシンボルが送られ、各シンボル周期で
１つのＳＣ－ＦＤＭシンボルが送られる、を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　複数のパイロット・シーケンスを得るために複数のサブキャリアで参照信号シーケンス
を拡散し、
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで前記複数のパイロット・シーケンスを送る
、なお、各シンボル周期でパイロット・シーケンスが送られ、各パイロット・シーケンス
は前記複数のサブキャリアで送られる、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする無線通信のため
の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成
される直交シーケンスのセットから前記直交シーケンスを得るように構成されていること
を特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　３つのパイロット・シーケンスを得るために長さ３の前記直交シーケンスで前記参照信
号シーケンスを拡散し、
　７つのシンボル周期を含むスロットの３つのシンボル周期で前記３つのパイロット・シ
ーケンスを送る、
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　変調シーケンスを得るために肯定応答（ＡＣＫ）で前記参照信号シーケンスを変調し、
複数のデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで前記変調シーケンスを拡
張し、
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで前記複数のデータ・シ
ーケンスを送る、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが送
られ、各データ・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる、
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　複数のパイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡
散するための手段と；
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで前記複数のパイロット・シーケンスを送る
手段と、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが送られ、各パイロット
は前記複数のサブキャリアで送られる；
　を含むことを特徴とする無線通信のための装置。
【請求項１７】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成された１組の直交シーケンスから前記
直交シーケンスを得るための手段を更に含むことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
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【請求項１８】
　前記参照信号シーケンスを拡散するための手段は、３つのパイロット・シーケンスを得
るために長さ３の前記直交シーケンスで前記参照信号シーケンスを拡散するための手段を
含むこと、
　前記複数のパイロット・シーケンスを拡散するための手段は、７つのシンボル周期を含
むスロットの３つのシンボル周期の前記３つのパイロット・シーケンスを送るため手段を
含むこと、
　を特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　変調シーケンスを得るために肯定応答（ＡＣＫ）情報で参照信号シーケンスを変調する
ための手段と；
　複数のデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで前記変調シーケンスを
拡散するための手段と；
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで前記複数のデータ・シ
ーケンスを送る手段と、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケン
スが送られ、各データ・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる；
　を更に含むことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　コンピュータ判読可能なメディアを具備し：
　前記コンピュータ判読可能なメディアは、
　複数のパイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡
散するための少なくとも１つのコンピュータに実行させるためのコードと；
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送るため
の少なくとも１つのコンピュータに実行させるコードと、なお、各シンボル周期で１つの
パイロット・シーケンスが送られ、各パイロットは前記複数のサブキャリアで送られる；
　を含むことを特徴とするコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２１】
　参照信号シーケンスに基づいて複数のパイロット・シーケンスを生成することと；
　少なくとも１つのシンボル周期で分離された複数のシンボル周期の複数のサブキャリア
で前記複数のパイロット・シーケンスを送ることと、なお、各シンボル周期で１つのパイ
ロット・シーケンスが送られ、各パイロット・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送
られる；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項２２】
　前記複数のパイロット・シーケンスを生成することは、前記参照信号シーケンスと同等
の各パイロット・シーケンスをセットすることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成された参照信号シーケンスのセ
ットから前記参照信号シーケンスを得ること。
【請求項２４】
　チャネル質インジケータ（ＣＱＩ）情報又はＣＱＩ及び肯定応答（ＡＣＫ）情報に基づ
いて複数の変調シンボルの生成することと；
　複数のデータ・シーケンスを得るために前記複数の変調シンボルで前記参照信号シーケ
ンスを変調することと；
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケ
ンスを送ることと、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが
送られ、各データ・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる；
　を含むことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　２つのパイロット・シーケンスは、前記参照信号シーケンスに基づいて生成され、各ス
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ロットが７つのシンボル周期を含む２つのスロット各々の２つのシンボル周期で送られる
こと、
　１０個のデータ・シーケンスは、前記参照信号シーケンス及び１０個の変調シンボルに
基づいて生成され、前記２つのスロットの残りの１０シンボル周期で送られること、
　を特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　参照信号シーケンスに基づいて複数のパイロット・シーケンスを生成し、
　少なくとも１つのシンボル周期で分離された複数のシンボル周期の複数のサブキャリア
で前記複数のパイロット・シーケンスを送る、なお、各シンボル周期で１つのパイロット
・シーケンスが送られ、各パイロット・シーケンスは前記複数の複数のサブキャリアで送
られる、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする無線通信のため
の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）情報又はＣＱＩ及び肯定応答（ＡＣＫ）情報の両
方に基づいて複数の変調シンボルを生成し、
　複数のデータ・シーケンスを得るために前記複数の変調シンボルで前記参照信号シーケ
ンスを変調し、
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで前記複数のデータ・シ
ーケンスを送る、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが送
られ、各データ・シーケンスは前記複数のサブキャリアで送られる、
　ように構成されていることを特徴とする請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記参照信号シーケンスに基づいて２つのパイロット・シーケンスを生成し、
　各スロットが７つのシンボル周期を含む２つのスロット各々の２つのシンボル周期で前
記２つのパイロット・シーケンスを送り、
　前記ＣＱＩ情報又は前記ＣＱＩ及びＡＣＫ情報の両方に基づいて１０個の変調シンボル
を生成し、
　前記参照信号シーケンス及び１０個の変調シンボルに基づいて１０個のデータ・シーケ
ンスを生成し、
　前記２つのスロットの残りの１０シンボル周期で前記１０個のデータ・シーケンスを送
る、
　ように構成されていることを特徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信する
ことと、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが受信される；
　逆拡散パイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで前記複数のパイロット・
シーケンスを逆拡散することと；
　前記逆拡散パイロット・シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出すことと；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項３０】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから前
記直交シーケンスを得ることを更に含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記複数のパイロット・シーケンスを受信することは、７つのシンボル周期を含むスロ
ットの３つのシンボル周期で３つのパイロット・シーケンスを受信することを含むこと、
　前記複数のパイロット・シーケンスを逆拡散することは、前記逆拡散パイロット・シー
ケンスを得るために長さ３の前記直交シーケンスで前記３つのパイロット・シーケンスを
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逆拡散すること、
を含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　データのための複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンス
を受信することと；
　検知された複数のデータ・シーケンスを得るために前記チャネル推定で前記複数のデー
タ・シーケンスに対してコヒーレント検知を実行することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　逆拡散データ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで前記検知されたマルチ
複数のデータ・シーケンスを逆拡散することと；
　前記逆拡散データ・シーケンスに基づいて肯定応答（ＡＣＫ）情報を回復することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信し、
なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが受信され、
　逆拡散パイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで前記複数のパイロット・
シーケンスを逆拡散し、
　前記逆拡散パイロット・シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出す、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサを含むこと特徴とする無線通信のた
めの装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成
された直交シーケンスのセットから前記直交シーケンスを得るように構成されていること
を特徴とする請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケ
ンスを受信すること、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンス
が受信され、
　検知された複数のデータ・シーケンスを得るために前記チャネル推定で前記複数のデー
タ・シーケンスのためにコヒーレント検知を実行し、
　逆拡散データ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで前記検知された複数の
データ・シーケンスを逆拡散し、
　前記逆拡散データ・シーケンスに基づいて肯定応答（ＡＣＫ）情報を回復する、
　ように構成されていることを特徴とする請求項３４に記載の装置。
【請求項３７】
　少なくとも１つのシンボル周期によって分離された複数のシンボル周期の複数のサブキ
ャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信することと、なお、各シンボル周期で１つ
のパイロット・シーケンスが受信される；
　複数のパイロット・シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出すことと；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項３８】
　前記複数のパイロット・シーケンスを受信することは、７つの周期を含むスロットの前
記２つのシンボル周期で２つのパイロット・シーケンス受信すること、なお、２つのシン
ボル周期は少なくとも１つのシンボル周期によって分離される、を特徴とする請求項３７
に記載の方法。
【請求項３９】
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケ
ンスを受信することと、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケン
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スが受信される；
　検知された複数のデータ・シーケンスを得るためにチャネル推定で複数のデータ・シー
ケンスに対してコヒーレント検知を実行することと；
　検知された複数のデータ・シーケンスに基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）
情報又はＣＱＩ及び肯定応答（ＡＣＫ）情報の両方を回復することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　２つのパイロット・シーケンスは、各スロットが７つのシンボル周期を含む、２つのス
ロット各々の２つのシンボル周期で受信されること、
　チャネル推定は、前記スロットの受信された前記２つのパイロット・シーケンスに基づ
いて各スロットで導き出されること、
　５つのデータ・シーケンスは、各スロットの残りの５つのシンボル周期で受信されるこ
と、
　コヒーレント検知は、前記スロットに対して前記検知された５つのデータ・シーケンス
を得るために前記チャネル推定で各スロットの受信された前記５つのデータ・シーケンス
に対して実行されること、
　ＣＱＩ情報又はＣＱＩ及びＡＣＫ情報は、前記２つのスロットで得られた検知された１
０個のデータ・シーケンスに基づいて回復されること、
　を特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　少なくとも１つのシンボル周期によって分離された複数のシンボル周期の複数のサブキ
ャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信すること、なお、各シンボル周期で１つの
パイロット・シーケンスが受信され、前記複数のパイロット・シーケンスに基づいてチャ
ネル推定が導き出される、ように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特
徴とする無線通信のための装置。
【請求項４２】
　データのための複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケ
ンスを受信し、なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが受信
される、
　検知された複数のデータ・シーケンスを得るために前記チャネル推定で前記複数のデー
タ・シーケンスに対してコヒーレント検知を実行し、
　前記検知された複数のデータ・シーケンスに基づいてチャネル品質インジケータ（ＣＱ
Ｉ）情報又はＣＱＩ及び肯定応答（ＡＣＫ）情報の両方を回復する、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする請求項４１に記
載の方法。
【請求項４３】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成された直交シーケンスのセットから第
１及び第２の直交シーケンスを選択することと；
　ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成された参照信号シーケンスのセ
ットから第１及び第２の参照信号シーケンスを選択することと；
　パイロットを送るために第１のユーザ設備（ＵＥ）に前記第１の参照信号シーケンス及
び前記第１の直交シーケンスを割り当てることと；
　パイロットを送るために第２のユーザ設備（ＵＥ）に前記第２の参照信号シーケンス及
び前記第２の直交シーケンスを割り当てることと；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項４４】
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで前記第１のＵＥからの第１のパイロット・
シーケンスのセットを受信することと、なお、前記第１のパイロット・シーケンスのセッ
トが前記第１の参照信号シーケンス及び前記第１の直交シーケンスに基づいて前記第１の
ＵＥによって生成される；
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　前記複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで前記第２のＵＥからの第２のパイ
ロット・シーケンスのセットを受信することと、なお、前記第２のパイロット・シーケン
スのセットが前記第２の参照信号シーケンス及び前記第２の直交シーケンスに基づいて前
記第２のＵＥによって生成される；
　を更に含むことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　パイロットを送るために第３のＵＥに前記第１の参照信号シーケンス及び前記第２の直
交シーケンスを割り当てることと；
　パイロットを送るために第４のＵＥに前記第２の参照信号シーケンス及び前記第１の直
交シーケンスを割り当てることと；
　を更に含むことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　ウォルシュ行例に基づいて生成された第２の直交シーケンスのセットから第３及び第４
の直交シーケンスを選択することと；
データを送るために前記第１のＵＥに前記第３の直交シーケンス割り当てることと；
データを送るために前記第１のＵＥに前記第３の直交シーケンス割り当てることと；
　を更に含むことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４７】
　複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで前記第１のＵＥからの第１のデータ・シー
ケンスのセットを受信することと、なお、前記第１のデータ・シーケンスのセットが前記
第１の参照シーケンス及び前記第３の直交シーケンスに基づいて前記第１のＵＥによって
生成される；
　前記複数のシンボル周期の前記複数のサブキャリアで前記第２のＵＥからの第２のデー
タ・シーケンスのセットを受信することと、なお、前記第２のデータ・シーケンスが前記
第２の参照信号シーケンス及び前記第４の直交シーケンスに基づいて前記第２のＵＥによ
って生成される；
　を更に含むことを特徴とする請求項４９に記載の方法。
【請求項４８】
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて生成された直交シーケンスのセットから第
１及び第２の直交シーケンスを選択し、
　ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成された参照信号シーケンスのセ
ットからの第１及び第２の参照信号シーケンスを選択し、
　パイロットを送るためにユーザ設備（ＵＥ）に前記第１の参照信号シーケンス及び前記
第１の直交シーケンスを割り当て、
　第２のＵＥに前記第２の参照信号シーケンス及び前記第２の直交シーケンスを割り当て
る、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする無線通信のため
の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ウォルシュ行列に基づいて生成された第１及び第２の直交シーケンスを選択し、
　データを送るために前記第１のＵＥに前記第３の直交シーケンスを割り当て、
　　データを送るために前記第１のＵＥに前記第３の直交シーケンスを割り当てる、
　ように構成されることを特徴とする請求項４８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、アップリンク制御チャネルの多重化及び電力制御のための方法及び装置と題
される、２００７年５月１８日出願の米国仮特許出願第６０／９３８，９９５号の利益を
主張する。この仮出願は、参照によって本明細書に組み込まれる。
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【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般的に通信に関し、特に、無線通信システムにおける制御情報のためのデ
ータ及びパイロットの送信技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、ブロードキ
ャストなどのような様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これら
の無線システムは、利用可能なシステム・リソースを共有することで複数のユーザをサポ
ートすることを可能にする複数のアクセス・システムである。このような複数のアクセス
・システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ
）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム及び直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　無線通信システムにおいて、ノードＢは、ダウンリンクでユーザ設備（ＵＥ）にトラフ
ィック・データを送信し、及び／又はアップリンクでＵＥからトラフィック・データを受
信する。ダウンリンク（又はフォワード・リンク）は、ノードＢからＵＥでの通信リンク
を称し、アップリンク（又はリバース・リンク）は、ＵＥからノードＢでの通信リンクを
称する。ＵＥは、ノードＢにダウンリンク・チャネル品質を表示するチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）情報を送る。ノードＢは、ＣＱＩ情報に基づいてレート又はトランスポ
ート・フォーマットを選択し、ＵＥに選択されたレート又はトランスポート・フォーマッ
トでトラフィック・データを送る。ＵＥは、ノードＢから受信したトラフィック・データ
に対して肯定応答（ＡＣＫ）情報を送信する。ノードＢは、ＡＣＫ情報に基づいてＵＥに
新しいトラフィック・データを送信するべきか、未完のトラフィック・データを再送信す
るべきかを判断する。良い性能を達成するためにＡＣＫ及びＣＱＩ情報を高い信頼性で送
ることが望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
　無線通信システムにおけるＡＣＫ、ＣＱＩ及び／又は他の制御情報のためのデータ及び
パイロットを送信するための技術がここに記述される。１つの態様において、制御情報（
例えばＡＣＫ情報）のためのデータ及びパイロットは、周波数ドメイン及び時間ドメイン
符合分割多重（ＣＤＭ）の両方で送信される。１つの設計において、ＵＥは、ベース・シ
ーケンスの異なる周期に基づいて生成される参照信号シーケンスのセットから選択される
参照信号シーケンスを割り当てられる。これらの参照信号シーケンスは、よい相関特性を
有しており、同じシンボル周期のサブキャリアの同じセットで異なるＵＥによって同時に
送られる。更に、ＵＥは、離散型フーリエ変換（ＤＦＴ）行列又はウォルシュ行列に基づ
いて生成された１組の直交シーケンスから選択された第１の直交シーケンスを割り当てら
れる。ＵＥは、複数のパイロット・シーケンスを得るために第１の直交シーケンスで参照
信号シーケンスを拡散する。その後、ＵＥは、複数のシンボル周期の多重サブキャリアで
複数のパイロット・シーケンスを送る、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シー
ケンスが送られる。更に、ＵＥは、データのための直交シーケンスセットから第２の直交
シーケンスを割り当てられる。ＵＥは、変調シーケンスを得るためにＡＣＫ情報で参照信
号シーケンスを変調する。その後、ＵＥは、複数のデータ・シーケンスを得るために第２
の直交シーケンスで変調シーケンスを拡散する。ＵＥは、データのための複数のシンボル
周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンスを送る。
【０００６】
　別の態様において、制御情報のためのデータ及びパイロットは、周波数ドメインＣＤＭ
及び時間にわたって分割されたパイロットで送信される。１つの設計において、ＵＥは、
参照信号シーケンスを割り当てられ、参照信号シーケンスに基づいて複数のパイロット・
シーケンスを生成する。ＵＥは、少なくとも１つのシンボル周期によって分割された複数
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のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る。なお、各
シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが送られる。更に、ＵＥは、制御情報、例
えば、ＣＱＩ情報又はＣＱＩ及びＡＣＫ情報の両方に基づいて複数の変調シンボルも生成
する。ＵＥは、複数のデータ・シーケンスを得るために複数の変調シンボルで参照信号シ
ーケンスを変調する。その後、ＵＥは、データのための複数のシンボル周期の複数のサブ
キャリアで複数のデータ・シーケンスを送る、なお、データのために各シンボル周期で１
つのデータ・シーケンスが送られる。
【０００７】
　ノードＢは、以下で説明される様に、異なるＵＥからデータ及びパイロット・シーケン
スを受信し、各ＵＥによって送られた制御情報を回復するための相補的な処理を実行する
。開示の様々な態様及び特徴は、以下で詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】無線通信システムを示す図。
【図２】アップリンクのための送信構造の例を示す図。
【図３Ａ】ＡＣＫ構造の１つの設計を示す図。
【図３Ｂ】ＡＣＫ構造の１つの設計を示す図。
【図４】ＣＱＩ構造の設計を示す図。
【図５】ノードＢ及びＵＥのブロック図。
【図６】ＡＣＫのための送信プロセッサのブロック図。
【図７】ＣＱＩのための送信プロセッサのブロック図。
【図８】ＳＣ－ＦＤＭ変調器のブロック図。
【図９】ＳＣ－ＦＤＭ復調器のブロック図。
【図１０】ＡＣＫのための受信プロセッサのブロック図。
【図１１】ＣＱＩのための受信プロセッサのブロック図。
【図１２】ＡＣＫのためのデータ及びパイロットを送信するためのプロセスを示す図。
【図１３】ＡＣＫのためのデータ及びパイロットを送信するための装置を示す図。
【図１４】ＣＱＩのためのデータ及びパイロットを送信するためのプロセスを示す図。
【図１５】ＣＱＩのためのデータ及びパイロットの送信するための装置を示す図。
【図１６】ＡＣＫを受信するプロセスを示す図。
【図１７】ＡＣＫを受信するための装置を示す図。
【図１８】ＣＱＩを受信するプロセスを示す図。
【図１９】ＣＱＩを受信するための装置を示す図。
【図２０】ＡＣＫ及びＣＱＩの送信をサポートするためのプロセスを示す図。
【図２１】ＡＣＫ及びＣＱＩの送信をサポートするためのプロセスを示す図。
【発明の詳細な説明】
【０００９】
　ここで説明される技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ及び他のシステムのような様々な無線通信システムに使用されてもよい。「システム」
及び「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステム
は、ユニバーサル・テレストリアル・ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００
などのような無線技術を実施する。ＵＴＲＡは、広帯ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）及び他の異
なるＣＤＭＡを含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５及びＩＳ－８５
６標準をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）の
ような無線技術を実装してもよい。ＯＦＤＭＡシステムは、拡張ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦ
ＤＭ（商標登録）などのような無線技術を実装する。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡは、ユニ
バーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３
ＧＰＰ・ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）は、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを
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採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用したＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳを近
々公開する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ及びＧＳＭは、「第３世代パー
トナーシップ・プロジェクト」（３ＧＰＰ）と名づけられた組織からの文書において説明
される。ｃｄｍａ２０００及びＵＭＢは、「第３世代パートナーシップ・プロジェクト２
」（３ＧＰＰ２）と名づけられた組織からの文書において説明される。明確にするため、
技術におけるある態様は、ＬＴＥに対して以下で説明され、ＬＴＥ専門用語は、以下の説
明で多く使用される。
【００１０】
　図１は、マルチプル・ノードＢ１１０を備えた無線通信システム１００を示す。ノード
Ｂは、ＵＥと通信する固定局であり、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局、アクセス・ポイ
ントなどとも呼ばれる。ＵＥ１２０は、システム全体にわたって分散され、各ＵＥは、ス
テイショナリー又はモバイルである。更に、ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入
者ユニット、局などとも呼ばれる。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モ
デム、無線通信装置、ハンドヘルド装置、ラップトップ・コンピュータ、コードレス・ホ
ンなどである。ＵＥは、ダウンリンク及びアップリンクでの送信を経由してノードＢと通
信する。
【００１１】
　図２は、アップリンクで使用される送信構造２００の設計を示す。送信スケジュール（
transmission timeline）は、サブフレーム単位に分割される。各サブフレームは、あら
かじめ決められた継続時間、例えば、１ミリセカンド（ｍｓ）を有し、２つのスロットに
分割される。各スロットは、固定又は変更可能なシンボル周期の数、例えば、拡張サイク
リック・プレフィックス（cyclic prefix）に対して６シンボル周期又は、通常サイクリ
ック・プレフィックスに対して６シンボル周期を含む。
【００１２】
　アップリンクについて、合計Ｋ個のサブキャリアが利用可能であり、リソース・ブロッ
クにグループ化される。各リソース・ブロックは、１つのスロットにＮ個のサブキャリア
（例えば、Ｎ＝１２のサブキャリア）を含む。利用可能なリソース・ブロックは、データ
・セクション及び制御セクションに分割される。図２で示されるように、制御セクション
は、システム帯域幅の両端に形成される。制御セクションは、ＵＥによるアップリンクで
送られる制御情報の量に基づいて選択される構成可能なサイズを有する。制御セクション
のリソース・ブロックは、ＡＣＫ情報、ＣＱＩ情報などの送信のためにＵＥに割り当てら
れる。データ・セクションは、制御セクションに含まれない全てのリソース・ブロックを
含む。図２の設計は、隣接するサブキャリアを含むデータ・セクションに帰着し、その後
、単一のＵＥがデータ・セクションの隣接するサブキャリアの全てを割り当てられる。
【００１３】
　ＵＥは、ノードＢにＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報を送信するために制御セクションのリ
ソース・ブロックを割り当てられる。ＡＣＫ情報は、ＵＥにノードＢによって送られた各
トランスポート・ブロックがＵＥで正確に又は誤って復号されたかどうかを伝える。ＵＥ
によって送られるＡＣＫ情報の量は、ＵＥに送られるトランスポート・ブロックの数に依
存する。１つの設計において、ＡＣＫ情報は、１つ或いは２つのトランスポート・ブロッ
クがＵＥに送られるかどうかによって１つ或いは２つのＡＣＫビットを含む。他の設計に
おいて、ＡＣＫ情報は、より多くのＡＣＫビットを含んでもよい。
【００１４】
　ＣＱＩ情報は、ノードＢに対してＵＥによって推定されたダウンリンク・チャネル品質
を伝える。ＵＥによって送られたＣＱＩ情報の量は、ダウンリンク送信のために利用可能
な空間チャネルの数、ダウンリンク・チャネル品質を報告するためのフォーマット、報告
されたダウンリンク・チャネル品質の要求された精度（granularity）などのような様々
な要素に依存する。１つの設計において、ＣＱＩ情報は、８、９又は１０ビットを含む。
他の設計において、ＣＱＩ情報は、より少数又はより多くのビットを含んでもよい。
【００１５】
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　ＵＥは、制御セクションのリソース・ブロックにマッピングされた物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）でＡＫＣ及び／又はＣＱＩ情報を送る。１つの設計において、
２つのＰＵＣＣＨ構造がサポートされ、それは、ＡＣＫ構造及びＣＱＩ構造と呼ばれる。
ＡＣＫ構造は、単にＡＣＫ情報を送るために使用される。ＣＱＩ構造は、ＣＱＩ情報のみ
又はＡＣＫ及びＣＱＩ情報の両方を送るために使用される。ＡＣＫとＣＱＩ構造は、他の
名前でも引用される。例えば、ＡＣＫ構造は、１つ或いは２つのＡＣＫビットが送られて
いるかどうかに依存してＰＵＣＣＨフォーマット０或いは１としても参照される。ＣＱＩ
構造は、ＰＵＣＣＨフォーマット２としても参照される。
【００１６】
　表１は、１つの設計に従ってＡＣＫ及びＣＱＩ構造のいくつかの特徴を一覧表にしたも
のである。表１は、データのためのシンボル周期の数を与え、７つのシンボル周期の１つ
のスロットのパイロットのためのシンボル周期の数を与える。パイロットは、送信機及び
受信機の両方で既知のデータであり、参照、プリアンブルなどとして参照される。
【表１】

【００１７】
　拡散することは、複数のコピーを得るためにシンボルを複製し、複数の拡散シンボルを
得るために直交シーケンスでこれらのコピーを増加させるプロセスを指す。複数のＵＥは
、異なる直交シーケンスを有する同じリソースでシンボルを同時に送る。ノードＢは、相
補的な逆拡散を実行することによってこれらのＵＥによって送られたシンボルを回復する
。拡散することは、一般にカバリングとも呼ばれる。
【００１８】
　図３Ａは、各スロットが７つのシンボル周期を含む場合のＡＣＫ構造３００の設計を示
す。各サブフレームにおいて、左スロットは、７つのシンボル周期０から６を含み、右ス
ロットは、７つのシンボル周期７から１３を含む。１つ以上のＵＥは、リソース・ブロッ
ク・ペアでＡＣＫ情報を同時に送る。ここで、リソース・ブロック・ペアは、（ｉ）図３
Ａで示されるように、左スロットのトップ制御セクション内の１つのリソース・ブロック
及び右スロットのボトム制御セクション内の１つのリソース・ブロック、又は（ｉｉ）（
図３Ａの斜線ハッシングとして示される）左スロットのボトム制御セクションの１つのリ
ソース・ブロック及び右スロットのトップ制御セクション内の１つのリソース・ブロック
のどちらかを含む。
【００１９】
　１つの設計において、ＡＣＫのためのリソース・ブロックは、データのための４つのシ
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ンボル周期を含み、パイロットのための３つのシンボル周期を含む。図３Ａで示される設
計において、パイロットは、リソース・ブロックの真ん中３つのシンボル周期で送られ、
データは、残りの４つのシンボル周期で送られる。ＡＣＫのためのデータ及びパイロット
は、リソース・ブロックを含む他のシンボル周期で送られてもよい。
【００２０】
　１つの設計において、ＵＥは、よい相関特性を有した参照信号を使用してＡＣＫのため
にデータ及びパイロットを送る。異なるＵＥは、ベース・シーケンスで生成された異なる
参照信号シーケンスを使用する同じリソース・ブロックでＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報を
同時に送ってもよい。１つの設計において、ベース・シーケンスは、シュウ（Chu）シー
ケンス、ザルドフ－シュウ（Zardoff-Chu）シーケンス、フランク（Frank）シーケンス、
一般化されたチャープ－ライク（chirp-like（ＧＣＬ））シーケンスなどのＣＡＺＡＣ（
一定な振幅ゼロ自動相関）である。別の設計において、ベース・シーケンスは、良い相関
特性を有するために定義されたシーケンスである。
【００２１】
　１つの設計において、長さＮの複数の参照信号シーケンスは、長さＮのベース・シーケ
ンスの異なる周期シフトで以下のように生成される：
【数１】

【００２２】
ここで、ｒｂ（ｎ）は、ｎがシンボル・インデックスであるベース・シーケンスであり、
ｒαは、αの周期シフトを有する参照信号シーケンスであり、「ｍｏｄ」は、剰余演算子
である。
【００２３】
　１つの設計において、Ｎ＝１２及び各参照信号シーケンスは、１２の長さを有する。６
つの参照信号シーケンスは、αの６つの異なる値で生成され、異なるＵＥに割り当てられ
る。複数の参照信号シーケンスは、他の方法で生成されてもよい。
【００２４】
　１つの設計において、ＵＥは、サブフレームのすべてのシンボル周期のために単一の参
照信号シーケンスを使用する。別の設計において、ＵＥは、サブフレームの異なるシンボ
ル周期のために異なる参照信号シーケンスを使用する。また別の設計において、サブフレ
ームの異なるスロットのために異なる参照信号シーケンスを使用する。終わり２つの設計
のホッピングは、干渉をランダム化する。簡単化のため、以下の説明では、ＵＥがすべて
のシンボル周期のための単一の参照信号シーケンスｒ（ｎ）を使用すると仮定する。ここ
で、αの特定の値においてｒ（ｎ）＝ｒα（ｎ）である。
【００２５】
　１つの設計において、ＵＥは、ＵＥに割り当てられた直交シーケンスでＡＣＫのための
パイロットを拡散する。図３Ａで示される設計において、長さ３の直交シーケンスは、３
つのシンボル周期でパイロット送るために使用される。１つの設計において、３つの直交
シーケンスは、３×３のＤＦＴ行列

【数２】

【００２６】
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に基づいて定義され、以下のように表される。
【数３】

【００２７】
　３つの直交シーケンスｑ０（ｍ）、ｑ１（ｍ）およびｑ２（ｍ）は、ＤＦＴ行列の３つ
の列で定義され、以下のように与えられる。

【数４】

【００２８】
　一般的に、長さ及びパイロットのための直交シーケンスの数は、パイロットのために使
用されるシンボル周期の数に依存する。例えば、長さ２の２つの直交シーケンスが２つの
シンボル周期で送られたパイロットのために使用され、長さ４の４つの直交シーケンスが
４つのシンボル周期に送られたパイロットのために使用される、などである。異なるタイ
プの直交シーケンスは、異なる長さに対して利用できる。例えば、任意の長さＭの直交シ
ーケンスは、Ｍ×ＭのＤＦＴ行列に基づいて定義される。なお、２のべき乗（例えば、２
、４など）の長さの直交シーケンスは、ウォルシュ行列に基づいて定義される。
【００２９】
　１つの設計において、ＵＥは、ＡＣＫのためのパイロットを以下のように生成してもよ
い：

【数５】

【００３０】
ここで、ｑ（ｍ）は、ＵＥに割り当てられたパイロットための直交シーケンスであり、ｐ

ｍ（ｎ）は、シンボル周期ｍでのＡＣＫのためのパイロット・シーケンスである。
【００３１】
　ＵＥに割り当てられた直交シーケンスｑ（ｍ）は、ｑ０（ｍ）、ｑ１（ｍ）又はｑ２（
ｍ）である。式（４）で示される設計において、参照信号シーケンスｒ（ｎ）のＮ個のシ
ンボルは、第１のパイロット・シーケンスｐ０（ｍ）を得るために直交シーケンスに第１
のシンボルｑ（０）を掛け、第２のパイロット・シーケンスｐ１（ｍ）を得るために直交
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シーケンスに第２のシンボルｑ（１）を掛け、第３のパイロット・シーケンスｐ２（ｍ）
を得るために直交シーケンスを掛ける。図３Ａで示されるように、３つのパイロット・シ
ーケンスｐ０（ｍ）、ｐ１（ｍ）及びｐ２（ｍ）は、左のスロットの３つのシンボル周期
２、３及び４で送られ、右のスロットの３つのシンボル周期９、１０及び１１でも送られ
る。
【００３２】
　１８個までのＵＥは、６つの参照信号シーケンス及び３つの直交シーケンスｑ０（ｍ）
、ｑ１（ｍ）及びｑ２（ｍ）を有するＡＣＫのためのパイロットを同時に送る。各ＵＥは
、特定の参照信号シグナルｒ（ｎ）及び特定の直交シーケンスｑ（ｍ）を有するそのパイ
ロットを送る。これらのＵＥからのパイロットは、（ｉ）時間ドメインの直交シーケンス
で拡散され（ｉｉ）周波数ドメインの参照信号シーケンスの分離によって識別される。
【００３３】
　１つの設計において、ＵＥは、ＵＥに割り当てられた直交シーケンスでＡＣＫのための
データを拡散する。図３Ａで示される設計において、長さ４の直交シーケンスは、４つの
シンボル周期でデータを送るために使用される。１つの設計において、４つの直交シーケ
ンスは、ウォルシュ・マトリックス
【数６】

【００３４】
に基づいて定義され、以下のように表される： 
【数７】

【００３５】
　４つの直交シーケンスｗ０（ｍ）、ｗ１（ｍ）、ｗ２（ｍ）及びｗ３（ｍ）は、４×４
のウォルシュ行列の４つの列で定義され、以下のように与えられる：

【数８】

【００３６】
　一般的に、データのための直交シーケンスの長さ及び数は、データのために使用される
シンボル周期の数に依存する。例えば、長さ３の３つの直交シーケンスは、３つのシンボ
ル周期で送られるデータのために使用される、などである。
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【００３７】
　１つの設計において、ＵＥは、以下のようにＡＣＫのためのデータを処理する。ＵＥは
、ＢＰＳＫ又はＱＰＳＫそれぞれに基づいて変調シンボルｄ（０）にＡＣＫのための１又
は２ビットを最初にマップする。その後、ＵＥは、変調シンボルｄ（０）でその参照信号
シーケンスｒ（ｎ）を以下のように変調する：
【数９】

【００３８】
ここで、ｙ（ｎ）は、ＡＣＫのための変調シンボルである。式（７）で示されるように、
同じ変調シンボルは、参照信号シーケンスのＮ個のシンボルの各々に適用される。
【００３９】
　その後、ＵＥは、変調されたシーケンスを以下のように拡散する：

【数１０】

【００４０】
ここで、ｗ（ｍ）は、ＵＥに割り当てられたデータのための直交シーケンスであり、ｚｍ

（ｎ）は、シンボル周期ｍに対するＡＣＫのためのデータ・シーケンスである。
【００４１】
　ＵＥに割り当てられた直交シーケンスｗ（ｍ）は、ｗ０（ｍ）、ｗ１（ｍ）、ｗ２（ｍ
）又はｗ３（ｍ）である。式（８）で示される設計において、第１のデータ・シーケンス
ｚ０（ｎ）を得るために直交シーケンスと第１のシンボルｗ（０）を掛け、第２のデータ
・シーケンスｚ１（ｎ）を得るために直交シーケンスと第２のシンボルｗ（１）を掛け、
第３のデータ・シーケンスｚ２（ｎ）を得るために直交シーケンスと第３のシンボルｗ（
２）を掛け、第４のデータ・シーケンスｚ３（ｎ）を得るために直交シーケンスと第４の
シンボルｗ（３）を掛ける。図３Ａで示されるように、４つのデータ・シーケンスｗ（ｍ
）は、ｗ０（ｍ）、ｗ１（ｍ）、ｗ２（ｍ）及びｗ３（ｍ）は、左のスロットの４つのシ
ンボル周期０、１、５及び６で送られ、右のスロットの４つのシンボル周期７、８、１２
及び１３でも送られる。
【００４２】
　２４個までのＵＥは、６つの参照信号シーケンス及び４つの直交シーケンスｗ０（ｍ）
からｗ３（ｍ）まで、でＡＣＫのためのデータを同時に送る。各ＵＥは、そのデータを、
特定の参照信号シーケンスｒ（ｎ）及び特定の直交シーケンスｗ（ｍ）で送る。これらの
ＵＥからのデータは、（ｉ）時間ドメインの直交シーケンスによる拡散と、（ｉｉ）周波
数ドメインにおける参照信号シーケンスの分離によって識別される。
【００４３】
　１つの設計において、１８個のＡＣＫチャネルは、６個の参照信号シーケンス、パイロ
ットのための３つの直交シーケンス及びデータのための４つの直交シーケンスで定義され
る。ＡＣＫチャネルの数は、パイロットを同時に送ることができるＵＥの数によって制限
される。各ＡＣＫチャネルは、特定の参照信号シーケンスｒ（ｎ）、パイロットのための
特定の直交シーケンスｑ（ｍ）及びデータのための特定の直交シーケンスｗ（ｍ）と関連
付けられる。１８個までのＵＥは、同じリソース・ブロック・ペアの１８までのＡＣＫチ
ャネルでそれらのＡＣＫ情報を送る。



(17) JP 2010-528534 A 2010.8.19

10

20

30

40

50

【００４４】
　図３Ｂは、各スロットが６つのシンボル周期を含む場合のＡＣＫ構造３１０の設計を示
す。各サブフレームにおいて、左のスロットは、６つのシンボル周期０から５を含み、右
のスロットは、６つのシンボル周期６から１１を含む。１つの設計において、ＡＣＫのた
めのリソース・ブロックは、データのための４つのシンボル周期及びパイロットのための
２つのシンボル周期を含む。図３Ｂで示される設計において、パイロットは、リソース・
ブロックの真ん中２つのシンボル周期で送られ、データは、残りの４つのシンボル周期で
送られる。ＡＣＫのためのデータ及びパイロットは、リソース・ブロック内の他のシンボ
ル周期で送られてもよい。
【００４５】
　１つの設計において、長さ２の２つの直交シーケンスは、２×２のＤＦＴ行列
【数１１】

【００４６】
に基づいてパイロットに対して定義され、以下のように表される：
【数１２】

【００４７】
２×２のＤＦＴ行列は、ウォルシュ行列と等しい。
【００４８】
　２の直交シーケンスｑ０（ｍ）及びｑ１（ｍ）は、２×２のＤＦＴ行列の２つの列で定
義され、以下のように与えられる：

【数１３】

【００４９】
　図３Ｂで示される設計に対して、ＵＥは、パイロット・シーケンスにｐ０（ｎ）および
ｐ１（ｎ）を得るために、式（４）に示される、長さ２の直交シーケンスｑ（ｍ）でＡＣ
Ｋのためのパイロットを生成する。図３Ｂで示されるように、ＵＥは、左のスロットの２
つのシンボル周期２、３及び右の２つのスロットの２つパイロット周期８，９で２つのパ
イロット・シーケンスｐ０（ｎ）およびｐ１（ｎ）を送る。ＵＥは、４つのデータ・シー
ケンスｚ０（ｎ）からｚ３（ｎ）を得るために、式（７）及び式（８）で示される、長さ
４の直交シーケンスｗ（ｍ）でＡＣＫのためのデータも処理する。図３Ｂで示されるよう
に、ＵＥは、左のスロットの４つのシンボル周期０、１、４と５で、また、右のスロット
の４つのシンボル周期６、７、１０及び１１で４つのデータ・シーケンスｚ０（ｎ）から
ｚ３（ｎ）を送る。
【００５０】
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　図３Ｂで示される設計おいて、１２個までのＵＥは、６つの参照信号シーケンス及び２
つの直交シーケンスｑ０（ｍ）及びｑ２（ｍ）でＡＣＫのためのパイロットを送る。１つ
の設計において、１２のＡＣＫチャネルは、６つの参照信号シーケンス、パイロットのた
めの２つの直交シーケンス及びデータのための４つの直交シーケンスで定義される。ＡＣ
Ｋチャネルの数は、同時にパイロットを送れるＵＥの数によって制限される。各ＡＣＫチ
ャネルは、特定の参照信号シグナルｒ（ｎ）、パイロットのための特定の直交シーケンス
ｑ（ｍ）及びデータのための特定の直交シーケンスｗ（ｍ）と関連付けられる。１２個ま
でのＵＥは、同じリソース・ブロック・ペアで１２までのＡＣＫチャネルでそれらのＡＣ
Ｋ情報を同時に送る。
【００５１】
　６つのシンボル周期を有するスロットのためのＡＣＫ構造の他の設計において、パイロ
ットは、リソース・ブロックの３つのシンボル周期で送られ、データは、リソース・ブロ
ック中の残る３つのシンボル周期で送られる。この設計において、長さ３の直交シーケン
スは、パイロット及びデータの両方のために利用され、式（３）で示されるように定義さ
れる。この設計において、１８のＡＣＫチャネルは、６つの参照信号シーケンス、パイロ
ットのための３つの直交シーケンス及びデータのための３つの直交シーケンスで定義され
る。１８個までのＵＥは、同じリソース・ブロック・ペアで１８までのＡＣＫチャネルで
それらのＡＣＫ情報を同時に送る。
【００５２】
　ＡＣＫ構造の幾つかの例示的な設計が上で説明されている。一般的に、パイロットは、
シンボル周期の任意の数（Ｍ）で送られ、データは、シンボル周期の任意の数（Ｌ）で送
られる。長さＭの直交シーケンスのセットは、パイロットのために使用され、長さＬの直
交シーケンスのセットは、データのために使用される。パイロット及びデータのための直
交シーケンスは、ＤＦＴ、ウォルシュ及び／又は他の適切な次元を持つ行列に基づいて定
義される。ＵＥは、パイロットのためのＵＥに割り当てられた直交シーケンスｑ（ｍ）で
そのパイロットを拡散し、データのためのＵＥに割り当てられた直交シーケンスｗ（ｍ）
でそのデータに拡散する。
【００５３】
　図４は、各スロットが７つのシンボル周期を含む場合のＡＣＫ構造４００の設計を示す
。この設計において、ＣＱＩのためのリソース・ブロックは、データのための５つのシン
ボル周期を含み、パイロットのための２つのシンボル周期を含む。図４に示される設計に
おいて、左のスロットでパイロットは、１つのシンボル周期によって分離される２つのシ
ンボル周期２及び４で送られ、データは、残る５つのシンボル周期０、１、３、５及び６
で送られる。ＣＱＩのためのデータ及びパイロットは、リソース・ブロックの他のシンボ
ル周期で送られてもよい。無線チャネルの時間変化を捕捉するために少なくとも１つのシ
ンボル周期（例えば１つ、２つ又は３つシンボル周期）でパイロットのための２つのシン
ボル周期を分離することが望ましい。
【００５４】
　１つの設計において、参照信号シーケンスは、ＣＱＩのためのパイロット・シーケンス
として直接使用される。ＵＥは、拡散せずにパイロットのための各シンボル周期でその参
照信号シーケンスを送る。６つの参照信号シーケンスが利用可能な場合、その時、６つま
でのＵＥは、６つの参照信号シーケンスでパイロットを送る。各ＵＥは、特定の参照信号
シーケンスでそのパイロットを送る。これらのＵＥからのパイロットは、周波数ドメイン
の参照信号シーケンスの分離によって識別される。
【００５５】
　１つの設計において、ＵＥは、以下のようにＣＱＩのためのデータを処理する。ＵＥは
、コード・ビットを得るためにＣＱＩのための情報ビットを最初に復号し、１０個の変調
シンボルｄ（０）からｄ（９）にこれらのコード・ビットをマップする。その後、ＵＥは
、各変調シンボルｄ（ｍ）でその参照信号シーケンスｒ（ｎ）を以下のように変調する：
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【数１４】

【００５６】
ここで、ｃｍ（ｎ）は、シンボル周期ｍに対するＣＱＩのためのデータ・シーケンスであ
る。例えば、図４に示すように、１０個のデータ・シーケンスｃ０（ｎ）からｃ９（ｎ）
は、１０個の変調シンボルｄ（０）からｄ（９）に対して得られ、１つのリソース・ブロ
ック・ペアのデータのために１０個のシンボル周期で送られる。
【００５７】
　１つの設計において、６つのＣＱＩチャネルは、６つの参照信号シーケンスで定義され
る。各ＣＱＩチャネルは、特定の参照信号シーケンスｒ（ｎ）に関連付けられる。６つま
でのＵＥは、同じリソース・ブロック・ペアの６つまでのＣＱＩのためのデータ及びパイ
ロットを同時に送る。これらのＵＥからのデータ及びパイロットは、周波数ドメインの参
照信号シーケンスの分離によって識別される。
【００５８】
　６つのシンボル・周期を有するスロットのためのＣＱＩ構造の１つの設計において、Ｃ
ＱＩのためのリソース・ブロックは、データのための４つのシンボル周期及びパイロット
のための２つのシンボル周期を含む。例えば、パイロットは、２つのシンボル周期１及び
４で送られ、データは、残る４つのシンボル周期０、２、３及び５で送られる。別の設計
において、ＣＱＩのためのリソース・ブロックは、データのための５つのシンボル周期及
びパイロットのための１つのシンボル周期を含む。例えば、パイロットは、１つのシンボ
ル周期２又は３で送られ、データは、残る５つのシンボル周期で送られる。更に、ＣＱＩ
のためのデータ及びパイロットは、スロット毎に６つのシンボル周期を有する場合におい
て、リソース・ブロック内の他のシンボル周期でも送られる。
【００５９】
　図３Ａ及び３Ｂは、ＡＣＫのためのデータ及びパイロットを送るための設計の二つの例
を示している。図４は、ＣＱＩのためのデータ及びパイロットを送るための設計の例を示
す。ＡＣＫ及びＣＱＩのためのデータ及びパイロットは、他の方法、例えば、シンボル周
期の異なる数、リソース・ブロック内の異なるシンボル周期で送られてもよい。
【００６０】
　ＡＣＫ及びＣＱＩチャネルは、同じリソース・ブロックで多重化されてもよい。変調シ
ンボル（例えば、ＡＣＫ又はＣＱＩ情報のための）又は直交シーケンスのシンボル（パイ
ロットのための）で全体の参照信号シーケンスを変調することは、参照信号シーケンスの
相関特性を変化させない。６つの参照信号シーケンスを有し、図３Ａ及び図４で示される
設計に対し、単一のリソース・ブロック・ペアは、以下の構造の１つをサポートする：１
８のＡＣＫチャネル、１つのＣＱＩチャネルと１５のＡＣＫチャネル、２つのＣＱＩチャ
ネルと１２のＡＣＫチャネル、３つのＣＱＩチャネルと９つのＡＣＫチャネル、４つのＣ
ＱＩチャネルと６つのＡＣＫチャネル、５つのＣＱＩチャネルと３つのＡＣＫチャネル或
いは６つのＣＱＩチャネル。
【００６１】
　図５は、図１のノードＢの１つ及びＵＥの１つであるノードＢ１１０及びＵＥ１２０の
設計のブロック図を示している。この設計において、ＵＥ１２０は、５３２ａから５３２
ｔまでのＴ個のアンテナを備え、ノードＢ１１０は、５５２ａから５５２ｒまでのＲ個の
アンテナを備える。ここで、Ｔ及びＲは、一般的に、Ｔ≧１かつＲ≧１である。
【００６２】
　ＵＥ１２０において、送信プロセッサ５２０は、データ・ソース５１２からトラフィッ
ク・データを受信し、トラフィック・データ（例えば、符号化及びシンボル・マッピング
）を処理し、データ・シンボルを供給する。更に、送信プロセッサ５２０は、コントロー
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ラ／プロセッサ１２４０から制御情報（例えば、ＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報）も受信し
、上記で説明されたように制御情報を処理し、（例えば、データ・シーケンスのための）
制御シンボルを供給する。更に、送信プロセッサ５２０は、（例えば、パイロット・シー
ケンスのための）パイロット・シンボルも生成し、データ・シンボル及び制御シンボルで
パイロット・シンボルを多重化する。データ・シンボルは、トラフィック・データのため
のシンボルであり、コントロール・シンボルは、コントロール情報のためのシンボルであ
り、パイロット・シンボルは、パイロットのためのシンボルであり、シンボルは、実数又
は複素数値である。パイロット・シンボルは、参照シンボルとも呼ばれる。
【００６３】
　ＭＩＭＯプロセッサ５２２は、送信プロセッサ５２０からのシンボルを処理（例えば、
プレコード）し、５３０ａから５３０ｔのＴ個の変調器（ＭＯＤ）にＴ個のシンボル・ス
トリームを供給する。ＵＥ１２０が単一のアンテナを備えている場合、ＭＩＭＯプロセッ
サ５２２は、除外される。各変調器５３０は、出力サンプル・ストリームを得るために（
例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡに対して）出力シンボル・ストリームを処理する。
【００６４】
各変調器５３０は、アップリンク信号を生成するために出力サンプル・ストリームを更に
進んだ状態にする（例えば、アナログに切り替え、フィルターを通し、増幅し、アップコ
ンバートする）。５３０ａから５３０ｔの変調器からのＴ個のアップリンク信号は、５３
２ａから５３２ｔのＴ個のアンテナを経由して送信される。
【００６５】
　ノードＢ１１０において、５５２ａから５５２ｒのアンテナは、ＵＥ１２０及び／又は
他のＵＥからのアップリンク信号を受信する。各アンテナ５５２は、それぞれの復調器（
ＤＥＭＯＤ）５５４に受信信号を供給する。各復調器５５４は、サンプルを得るためにそ
の受信信号を適当な状態にし（例えば、フィルターを通過させ、増幅し、ダウンコンバー
トし、デジタル化する）、受信シンボルを得るために（例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡのために
）サンプルを更に処理する。ＭＩＭＯ検出器５５６は、５５４ａから５５４ｒまでの全て
の復調器からの受信シンボルでＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを供給する。受信プ
ロセッサ５６０は、検出シンボルを処理し（例えば、復調し、復号する）、データ・シン
クに復号されたトラフィック・データを供給し、コントローラ／プロセッサ５７０に復号
された制御情報を供給する。一般的に、ＭＩＭＯ検出器５５６及び受信プロセッサ５６０
による処理は、ＵＥ１２０で、それぞれ、ＭＩＭＯプロセッサ５２２及び送信プロセッサ
５２０によって処理するための相補的なものである。
【００６６】
　ノードＢ１１０は、ＵＥ１２０にダウンリンク上でトラフィック・データ及び／又は制
御情報を送信する。データ・ソース５７８からのトラフィック・データ及び／又はコント
ローラ／プロセッサ５７０からの制御情報は、Ｒ出力シンボル・ストリームを得るために
送信プロセッサ５８０によって処理され、更に、ＭＩＭＯプロセッサ５８２によって処理
される。５５４ａから５５４ｒまでのＲ変調器は、Ｒ出力サンプル・ストリームを得るた
めに（例えば、ＯＦＤＭのための）Ｒ出力シンボル・ストリームを処理し、５５２ａから
５５２ｒのＲアンテナを経由して送信されたＲダウンリンク信号を得るために出力サンプ
ル・ストリームをさらに調整する。ＵＥ１２０において、ノードＢ１１０からのダウンリ
ンク信号は、５３２ａから５３２ｔのアンテナによって受信され、５３０ａから５３０ｔ
の復調器によって適当な状態にされ、処理され、更に、トラフィック・データを回復する
ために（もし、適用できるなら）ＭＩＭＯ検出器５３６及び受信プロセッサ５３８によっ
て処理され、そして、制御情報がＵＥ１２０に送られる。受信プロセッサ５３８は、デー
タ・シンク５３９にトラフィック・データを供給し、コントローラ／プロセッサ５４０に
制御情報を供給する。
【００６７】
　コントローラ／プロセッサ５４０及び５７０は、それぞれＵＥ１２０及びノードＢ１１
０の動作を管理する。メモリ５４２及び５７２は、それぞれ、ＵＥ１２０及びノードＢ１
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１０のデータ及びプログラムを格納する。スケジューラ５７４は、ダウンリンク及び／又
はアップリンク上のデータ送信に対してＵＥをスケジュールし、スケジュールされたＵＥ
にリソースを割り当てる。更にスケジューラ５７４は、ＡＣＫ及びＣＱＩ情報の送信に対
してＵＥにＡＣＫ及びＣＱＩリソースも明示的に及び／又は暗黙的に割り当てる。ＡＣＫ
及びＣＱＩリソースは、リソース・ブロック、参照信号シーケンス、パイロットのための
直交シーケンス、データのための直交シーケンスなどを含む。
【００６８】
　図６は、図５のＵＥの送信プロセッサ５２０の一部であるＡＣＫのための送信プロセッ
サ６２０の設計のブロック図を示す。送信プロセッサ６２０内で、シンボル・マッパー６
２２は、変調シンボルｄ（０）にＡＣＫ情報をマップする。乗算器６２４は、例えば、式
（７）で示されるように、変調シンボルと参照信号シーケンスｒ（ｎ）とを掛け、変調シ
ーケンスｙ（ｎ）を与える。データ・スプレッダー６２６は、例えば、式（８）で示され
るように、データのための直交シーケンスｗ（ｍ）で変調シーケンスを拡張し、データ・
シーケンスｚｍ（ｎ）を与える。パイロット・スプレッダー６２８は、パイロットのため
の直交シーケンスｑ（ｍ）で参照信号シーケンスを拡張し、パイロット・シーケンスｐｍ

（ｎ）を与える。マルチプレクサー（Ｍｕｘ）６３０は、スプレッダー６２６からのデー
タ・シーケンス及びスプレッダー６２８からのパイロットを受信し、例えば、図３Ａ又は
図３Ｂで示されるように、適切なシンボル周期で各シーケンスを与える。
【００６９】
　図７は、ＣＱＩのための送信プロセッサの設計のブロック図を示す。このＣＱＩは、図
５のＵＥ１２０の送信プロセッサ５２０の一部である。送信プロセッサ７２０内で、符号
器７２２は、コード・ビットを得るためにＣＱＩ情報のみ又はＣＱＩ及びＡＣＫ情報の両
方を符号化する。シンボル・マッパー７２４は、変調シンボルｄ（ｍ）にコード・ビット
をマップする。乗算器７２６は、例えば、式（１１）で示されるように、各変調シンボル
と参照信号シーケンスｒ（ｎ）とを掛け、対応するデータ・シーケンスｃｍ（ｎ）を与え
る。マルチプレクサー７２８は、例えば、図４で示されるように、乗算器７２６からのデ
ータ・シーケンス及び参照信号シーケンスを受信し、データのためのシンボル周期それぞ
れで各データ・シーケンスを与え、パイロットのための各シンボル周期でパイロット・シ
ーケンスとして参照信号シーケンスを与える。
【００７０】
　図８は、ＡＣＫ又はＣＱＩを送る場合、図５のＵＥの変調器５３０ａから５３０ｔ各々
で使用されるＳＣ－ＦＤＭ変調器８３０の設計を示している。ＳＣ－ＦＤＭ変調器８３０
内で、ＤＦＴユニット８３２は、１つのシンボル周期の間にＮ個のシンボルを含むデータ
又はパイロット・シーケンス受信し、Ｎ個のシンボルでＮ－ポイントＤＦＴを実行し、Ｎ
周波数ドメイン値を与える。シンボルからサブキャリアへのマッパー（symbol-to-subcar
rier mapper）８３４は、ＡＣＫ又はＣＱＩのために使用されるリソース・ブロックのＮ
個のサブキャリアにＮ個の周波数－ドメイン値をマップする。逆高速フーリエ変換（ＩＦ
ＦＴ）ユニット８３６は、合計Ｋ個のサブキャリアのためのＫ個のマップされた値でＫ－
ポイントＩＦＦＴを実行し、有用な部分(useful portion)のためのＫ個の時間－ドメイン
・サンプルを与える。サイクリック・プレフィックス・ジェネレータ（cyclic prefix ge
nerator）８３８は、有用な部分の最後のＣ個のサンプルをコピーし、Ｋ＋Ｃ個のサンプ
ルを含むＳＣ－ＦＤＭシンボルを形成するために有用な部分の先頭にこれらのＣ個のサン
プルを追加する。ＳＣ－ＦＤＭシンボルは、Ｋ＋Ｃ個のサンプル周期を含む１つのシンボ
ル周期を送る。
【００７１】
　図９は、ＡＣＫ又はＣＱＩを受信するとき、図５のノードＢ１１０で復調器５５４ａか
ら５５４ｒの各々に対して使用されるＳＣ－ＦＤＭ復調器９５０の設計のブロック図を示
す。ＳＣ－ＦＤＭ復調器９５０内で、サイクリック・プレフィックス・リムーバル・ユニ
ット（cyclic prefix removal unit）９５２は、各シンボル周期のＫ＋Ｃ個の受信サンプ
ルを得て、サイクリック・プレフィックスに対応するＣ個の受信サンプルを削除し、有用
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な部分のためのＫ個の受信サンプルを与える。高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ユニット９５
４は、Ｋ個受信サンプルでＫ－ポイントＦＦＴを実行し、合計Ｋ個のサブキャリアのため
のＫ個の周波数－ドメイン値を与える。シンボルからサブキャリアへのデマッパー（symb
ol-to-subcarrier demapper）９５６は、ＵＥ１２０に割り当てられたリソース・ブロッ
クのＮ個のサブキャリアからＮ個の周波数－ドメイン値を提供し、残りの周波数－ドメイ
ン値を破棄する。ＩＤＦＴユニット９５８は、Ｎ周波数－ドメイン値でＮ－ポイントＩＤ
ＦＴを実行し、受信データ又はパイロット・シーケンスのためＮ個の受信シンボルを与え
る。
【００７２】
　図１０は、図５のノードＢ１１０での受信プロセッサ５６０の一部であるＡＣＫのため
の受信プロセッサ１０６０の設計のブロック図を示す。受信プロセッサ１０６０内で、デ
マルチプレクサー（Ｄｅｍｕｘ）１０６２は、ＵＥに割り当てられたリソース・ブロック
・ペアからのＡＣＫのための受信データ及びパイロット・シーケンスを得る受信データを
得て、パイロット逆拡散器（despreader）に受信したパイロット・シーケンスを与え、コ
ヒーレント検知器１０７０に受信したデータ・シーケンスを与える。パイロット逆拡散器
１０６４は、ＵＥに割り当てられた直交シーケンスｑ（ｍ）で各リソース・ブロックのた
めの受信パイロット・シーケンスを逆拡散し、そのリソース・ブロックのための逆拡散さ
れたパイロット・シーケンスを与える。１つの設計において、各リソース・ブロックのた
めのパイロット逆拡散は、以下のように実行される：
【数１５】

【００７３】
ここで、

【数１６】

【００７４】
は、シンボル周期ｍの間に受信したパイロット・シーケンスであり、

【数１７】

【００７５】
は、逆拡散パイロット・シーケンスである。
【００７６】
　チャネル推定器１０６６は、そのリソース・ブロックのための逆拡散パイロット・シー
ケンスに基づいて各リソース・ブロックのＮ個のサブキャリアのためのチャネル推定を導
き出す。コヒーレント検知器１０７０は、適用可能なチャネル推定で各受信データ・シー
ケンスのためにコヒーレント検知を実行し、対応する検知されたデータ・シーケンスを与
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える。データ逆拡散器１０７２は、そのリソース・ブロックのための逆拡散シーケンスを
得るためにＵＥ１２０に割り当てられた直交シーケンスｗ（ｍ）で各リソース・ブロック
のために検知されたデータ・シーケンスを逆拡散する。１つの設計において、各リソース
・ブロックのためのデータ逆拡散器は、以下のように実行される：
【数１８】

【００７７】
ここで、ｂｍ（ｎ）は、シンボル周期のための検知されたデータ・シーケンスであり、
【数１９】

【００７８】
は、式（７）のｙ（ｎ）の推定である逆拡散データ・シーケンスである。
【００７９】
　相関器１０７４は、可能な参照信号シーケンス各々と各リソース・ブロックのための逆
拡散データ・シーケンスとを相関させ、最もよい参照信号シーケンスのための相関結果を
与える。シンボル・デマッパー１０７６は、ＡＣＫのために使用される２つのリソース・
ブロックに対する相関結果を入手し、相関結果に基づいてＵＥ１２０によって最も送られ
ていそうな変調シンボルを決定し、ＵＥに対して受信ＡＣＫ情報を与える。
【００８０】
　図１１は、図５のノードＢ１１０で受信プロセッサ５６０の一部である、ＣＱＩのため
の受信プロセッサ１１６０の設計のブロック図を示す。受信プロセッサ１１６０内で、デ
マルチプレクサー１１６２は、ＵＥ１２０に割り当てられたリソース・ブロック・ペアか
らＣＱＩのための受信データ及びパイロット・シーケンスを得て、チャネル推定器１１６
４に各受信パイロット・シーケンスを与え、コヒーレント検知器１１７０に各受信データ
・シーケンスを与える。チャンネル推定器１１６４は、そのリソース・ブロックのための
受信パイロット・シーケンスに基づいて各リソース・ブロックのＮ個のサブキャリアに対
する１つ以上のチャネル推定を導き出す。１つの設計において、チャネル推定器１１６４
は、そのリソース・ブロックのためのすべての受信パイロット・シーケンスに基づいて各
リソース・ブロックのチャネル推定を導き出してもよい。この設計は、遅いチャネル変化
、例えば、低い移動度に対して使用されるかもしれない。別の設計において、チャネル推
定器１１６４は、そのリソース・ブロックのための受信パイロット・シーケンスに基づい
て（例えば、補間によって）各リソース・ブロックの各シンボル周期のためのチャネル推
定を導き出す。この設計は、速いチャネル変化、例えば、高い移動度に対して使用される
かもしれない。
【００８１】
　コヒーレント検知器１１７０は、適用可能なチャネル推定で各受信データ・シーケンス
のためのコヒーレント検知を実行し、対応する検知されたデータ・シーケンスを与える。
相関器１１７２は、可能な参照信号シーケンスの各々と各検知されたデータ・シーケンス
とを相関させ、最もよい参照信号シーケンスの相関結果を与える。ユニット１１７４は、
検知されたデータ・シーケンスの相関結果に基づいて対数尤度比（ＬＬＲ）を計算する。
復号器１１７６は、すべてのデータ・シーケンスのためのＬＬＲを復号し、ＵＥ１２０に
受信ＣＱＩ情報を与える。
【００８２】



(24) JP 2010-528534 A 2010.8.19

10

20

30

40

50

　図１０及び図１１は、ＵＥ１２０によって送られたＡＣＫ及びＣＱＩ情報を回復するた
めにノードＢ１１０によって処理することについての例示的な設計を示している。ノード
Ｂ１１０は、他の方法でＡＣＫ及びＣＱＩのための処理を実行してもよい。例えば、図１
０の相関器１０７４及び図１１の相関器１１７２は、各々ＵＥに割り当てられた参照信号
シーケンスのために検知できる検知器と置き換えることができる。処理することは、図１
０及び１１に示されるオーダーとは異なるオーダーで実行されてもよい。ノードＢ１１０
は、図９のＩＤＦＴユニット９５８によって与えられる時間ドメインの受信データ及びパ
イロット・シーケンスで時間ドメイン（例えば、図１０及び図１１に示されるように）の
処理を実行する。あるいは、ノードＢ１１０は、図９のデマッパー９５６によって与えら
れた周波数ドメインの受信データ及びパイロット・シーケンスで周波数ドメインの処理を
実行する。
【００８３】
　ノードＢ１１０は、複数のアンテナ５５２ａから５５２ｒを経由してＵＥ１２０からの
データ及びパイロット・シーケンスを受信する。この場合、ノードＢ１１０は、複数のア
ンテナからの、例えば、図１０のコヒーレント検知器１０７０又はデータ逆拡散器１０７
２の後及び図１１のコヒーレント検知器の後の、結果を結合させる。さらに、ノードＢ１
１０は、ＡＣＫ及びＣＱＩのためのプロセシング・パスの他の地点で複数のアンテナにわ
たって結合させる。
【００８４】
　図１２は、ＡＣＫのためのデータ及びパイロットを送信するためのプロセス１２００の
設計を示す。プロセス１２００は、ＵＥ又は他のあるエンティティによって実行される。
ＵＥは、ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成される参照信号シーケン
スのセットから参照信号シーケンスが割り当てられる。更に、ＵＥは、ＤＦＴ行列又はウ
ォルシュ行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから直交シーケンスも割り当
てられる。ＵＥは、複数のパイロット・シーケンスを得るために、直交シーケンスで参照
信号シーケンスを拡散する（ブロック１２１２）。その後、ＵＥは、複数のシンボル周期
の複数（例えば、１２）のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る、なお、
各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが送られ、各パイロット・シーケンスは
複数のサブキャリアで送られる（ブロック１２１４）。複数のシンボル周期は、リソース
・ブロックの連続するシンボル周期である。
【００８５】
　１つの設計において、ＵＥは、３つのパイロット・シーケンスを得るために長さ３の直
交シーケンスで参照信号シーケンスを拡散する。その後、図３Ａで示されるように、ＵＥ
は、７つのシンボル周期を含むスロットの真ん中３つのシンボル周期で３つのパイロット
・シーケンスを送る。別の設計において、ＵＥは、２つのパイロット・シーケンスを得る
ために長さ２の直交シーケンスで参照信号シーケンスを拡散する。その後、図３Ｂに示さ
れるように、ＵＥは、６つのシンボル周期を含むスロットの真ん中２つのシンボル周期で
２つのパイロット・シーケンスを送る。
【００８６】
　ＵＥは、ＤＦＴ行列又はウォルシュ行列に基づいて生成された直交シーケンスのセット
から選択された第２の直交シーケンスが割り当てられる。ＵＥは、変調シーケンスを得る
ためにＡＣＫ情報と参照信号シーケンスを変調する（ブロック１２１６）。その後、ＵＥ
は、複数のデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで変更シーケンスを拡
散する（ブロック１２１８）。ＵＥは、データのための複数のシンボル周期の複数のサブ
キャリアで複数のデータ・シーケンスを送る、なお、データのための各シンボル周期で１
つのデータ・シーケンスが送られ、各データ・シーケンスは複数のサブキャリアで送られ
る（ブロック１２２０）。１つの設計において、ＵＥは、４つのデータ・シーケンスを得
るために長さ４の直交シーケンスの直交シーケンスで変調シーケンスを拡散する。その後
、図３Ａ又は図３Ｂで示されるように、ＵＥは、スロットの４つのシンボル周期で４つの
データ・シーケンスを送る。
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【００８７】
　１つの設計において、ＵＥは、複数のパイロット・シーケンスに基づいて複数のＳＣ－
ＦＤＭシンボルを生成する、なお、各パイロット・シーケンスのための１つのＳＣ－ＦＤ
Ｍシンボルが生成される。更に、ＵＥは、複数のデータ・シーケンスに基づいて複数のＳ
Ｃ－ＦＤＭシンボルを生成する、なお、各データ・シーケンスのための１つのＳＣ－ＦＤ
Ｍシンボルが生成される。ＵＥは、異なるシンボル周期で各ＳＣ－ＦＤＭシンボルを送っ
てもよい。
【００８８】
　図１３は、ＡＣＫのためのデータ及びパイロットを送信する装置１３００の設計を示し
ている。装置１３００は、複数のパイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスと
参照信号シーケンスを拡散するためのモジュール１３１２と、複数のシンボル周期の複数
のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る、なお、各シンボル周期で１つの
パイロット・シーケンスが送られる、ためのモジュール１３１４と、変調されたシーケン
スを得るためにＡＣＫ情報で参照信号シーケンスを変調するためのモジュール１３１６と
、複数のデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで変調されたシーケンス
を拡散するためのモジュール１３１８と、データのための複数のシンボル周期の複数のサ
ブキャリアで複数のデータ・シーケンスで送る、なお、データのための各シンボル周期で
１つのデータ・シーケンスが送られる、ためのモジュール１３２０と、を含む。
【００８９】
　図１４は、ＣＱＩのためのデータ及びパイロットを送信するプロセス１４００の設計を
示す。プロセス１４００は、ＵＥ又は他のあるエンティティによって実行される。ＵＥは
、ベース・シーケンスの異なる周期シフトに基づいて生成された参照信号シーケンスのセ
ットから選択される参照信号シーケンスが割り当てられる。ＵＥは、参照信号シーケンス
に基づいて複数のパイロット・シーケンスを生成する（ブロック１４１２）。１つの設計
において、ＵＥは、参照信号シーケンスと等しい各パイロット・シーケンスをセットする
。更に、ＵＥは、他の方法で参照信号シーケンスに基づいてパイロット・シーケンスを生
成する。ＵＥは、少なくとも１つのシンボル周期によって分離された複数のシンボル周期
の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを送る、なお、各シンボル周期で
１つのパイロット・シーケンスが送られ、各パイロット・シーケンスは複数のサブキャリ
アで送られる（ブロック１４１４）。
【００９０】
　ＵＥは、ＣＱＩ情報又はＣＱＩ及びＡＣＫ情報の両方に基づいて複数の変調シンボルを
生成する（ブロック１４１６）。ＵＥは、複数のデータ・シーケンスを得るために複数の
変調シンボルで参照信号シーケンスを変調する（ブロック１４１８）。ＵＥは、データの
ための複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンスを送る、な
お、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスが送られ、各データ・シ
ーケンスは複数のサブキャリアで送られる（ブロック１４２０）。
【００９１】
　１つの設計において、ＵＥは、参照信号シーケンスに基づいて２つのパイロット・シー
ケンスを生成し、２つのスロット各々の２つのシンボル周期でこれら２つのパイロット・
シーケンスを送る。各スロットは、７つのシンボル周期を含み、パイロットのための２つ
のシンボル周期は、少なくとも１つのシンボル周期で分離される。ＵＥは、参照信号シー
ケンス及び１０個の変調シンボルに基づいて１０個のデータ・シーケンスを生成し、２つ
のスロットの残り１０のシンボル周期でこれらの１０個のデータ・シーケンスを送る。更
に、ＵＥは、異なる数のパイロット・シーケンス及びデータ・シーケンスを生成し、送っ
てもよい。
【００９２】
　図１５は、ＣＱＩのためのデータ及びパイロットを送信する装置１５００の設計を示す
。装置１５００は、参照信号シーケンスに基づいて複数のパイロット・シーケンスを生成
するためのモジュール１５１２と、少なくとも１つのシンボル周期で分離される複数のシ
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ンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット信号を送る、なお、各シンボル周期
で１つのパイロット信号が送られる、ためのモジュール１５１４と、ＣＱＩ情報又はＣＱ
Ｉ及びＡＣＫ情報の両方に基づいて複数の変調シンボルを生成するためのモジュール１５
１６と、複数のデータ・シーケンスを得るために複数の変調シンボルと参照信号シーケン
スを変調するためのモジュール１５１８と、データのための複数のシンボル周期の複数の
サブキャリアで複数のデータ・シーケンスを送る、なお、データのための各シンボル周期
で１つのデータ・シーケンスが送られる、ためのモジュール１５２０と、を含む。
【００９３】
　図１６は、ＡＣＫを受信するプロセス１６００の設計を示している。プロセス１６００
は、ノードＢ又は他のあるエンティティによって実行されてもよい。ノードＢは、ＵＥか
らの複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数（例えば、２つ又は３つ）のパイロ
ット・シーケンスを受信する、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが
受信される（ブロック１６１２）。ノードＢは、逆拡散パイロット・シーケンスを得るた
めに（例えば、長さ２又は３の）直交シーケンスで複数のパイロット・シーケンスを逆拡
散する（ブロック１６１４）。ノードＢは、逆拡散パイロット・シーケンスに基づいてチ
ャネル推定を導き出す（ブロック１６１６）。ノードＢは、逆拡散を実行し、時間ドメイ
ン又は周波数ドメインのチャネル推定を実行する。
【００９４】
　ノードＢは、データのための複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数（例えば
、４つ）のデータ・シーケンスも受信する（ブロック１６１８）。ノードＢは、複数の検
知されたデータ・シーケンスを得るためにチャネル推定で複数のデータ・シーケンスのた
めのコヒーレント検知を実行する（ブロック１６２０）。ノードＢは、逆拡散データ・シ
ーケンスを得るために（例えば、長さ４の）第２の直交シーケンスで複数の検知されたデ
ータ・シーケンスを逆拡散する（ブロック１６２２）。その後、ノードＢは、逆拡散デー
タ・シーケンスに基づいてＵＥからのＡＣＫ情報を回復する（ブロック１６２４）。
【００９５】
　図１７は、受信するＡＣＫのための装置１７００の設計を示す。装置１７００は、ＵＥ
からの複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信
する、なお、各シンボル周期で１つのパイロット・シーケンスが受信される、ためのモジ
ュール１７１２と、逆拡散パイロット・シーケンスを得るために直交シーケンスで複数の
パイロット・シーケンスを逆拡散するためのモジュール１７１４と、逆拡散パイロット・
シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出すためのモジュール１７１６と、データのた
めの複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンスを受信する、
なお、データのための各シンボル周期で１つのデータ・シーケンスを受信される、ための
モジュール１７１８と、検知されたデータ・シーケンスを得るためにチャネル推定で複数
のデータ・シーケンスに対してコヒーレント検知を実行するためのモジュール１７２０と
、逆拡散されたデータ・シーケンスを得るために第２の直交シーケンスで複数の検知され
たデータ・シーケンスを逆拡散するためのモジュール１７２２と、逆拡散されたデータ・
シーケンスに基づいてＵＥからのＡＣＫ情報を回復するためのモジュール１７２４と、を
含む。
【００９６】
　図１８は、ＣＱＩを受信するためのプロセス１８００の設計を示す。プロセス１８００
は、ノードＢ又は他のあるエンティティによって実行される。ノードＢは、ＵＥからの少
なくとも１つのシンボル周期によって分離された複数のシンボル周期の複数のサブキャリ
アで複数（例えば、２つ）のパイロット・シーケンスを受信する、なお、各シンボル周期
で１つのパイロット・シーケンスを受信する（ブロック１８１２）。ノードＢは、複数の
パイロット・シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出す（ブロック１８１４）。ノー
ドＢは、データのための複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シー
ケンスも受信する、なお、データのための各シンボル周期の１つのデータ・シーケンスが
受信される（ブロック１８１６）。ノードＢは、複数の検知されたデータ・シーケンスを
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得るためにチャネル推定で複数のデータ・シーケンスのためのコヒーレント検知を実行す
る（ブロック１８１８）。その後、ノードＢは、複数の検知されたデータ・シーケンスに
基づいてＵＥからのＣＱＩ情報又はＣＱＩ及びＡＣＫ情報の両方を回復する（ブロック１
８２０）。
【００９７】
　図１９は、ＣＱＩを受信するための装置１９００の設計を示す。装置１９００は、ＵＥ
からの少なくとも１つのシンボル周期によって分離された複数のシンボル周期の複数のサ
ブキャリアで複数のパイロット・シーケンスを受信する、なお、各シンボル周期で１つの
パイロット・シーケンスが受信される、ためのモジュール１９１２と、複数のパイロット
・シーケンスに基づいてチャネル推定を導き出すためのモジュール１９１４と、データの
ための複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで複数のデータ・シーケンスを受信する
、なお、データのための各シンボル周期の１つのデータ・シーケンスが受信される、ため
のモジュール１９１６と、複数の検知したデータ・シーケンスを得るためにチャネル推定
で複数のデータ・シーケンスのためのコヒーレント検知を実行するためのモジュール１９
１８と、複数の検知されたデータ・シーケンスに基づいてＵＥからのＣＱＩ情報又はＣＱ
Ｉ及びＡＣＫ情報の両方を回復するためのモジュール１９２０と、を含む。
【００９８】
　図２０は、ＵＥによってＡＣＫ及びＣＱＩの送信をサポートするためのプロセス２００
０の設計を示す。プロセス２０００は、ノードＢ又は他のあるエンティティによって実行
される。ノードＢは、ＤＦＴ行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから第１
及び第２の直交シーケンスを選択する（ブロック２０１２）。ノードＢは、ベース・シー
ケンスの異なるサイクル・シフトに基づいて生成される参照信号シーケンスのセットから
第１及び第２の参照信号シーケンスを選択する（ブロック２０１４）。ノードＢは、パイ
ロットを送るための第１のＵＥに第１の参照信号シーケンス及び第１の直交シーケンスを
割り当てる（ブロック２０１６）。ノードＢは、パイロットを送るための第２のＵＥに第
２の参照信号シーケンス及び第２の直交シーケンスを割り当てる（ブロック２０１８）。
ノードＢは、複数のシンボル周期の複数のサブキャリアで第１のＵＥからの第１のパイロ
ット・シーケンスのセットを受信する（ブロック２０２０）。第１のパイロット・シーケ
ンスのセットは、第１の参照信号シーケンス及び第１の直交シーケンスに基づいて第１の
ＵＥによって生成される。更に、ノードＢは、複数のシンボル周期の複数のサブキャリア
で第２のＵＥからの第２のパイロット・シーケンスのセットも受信する（ブロック２０２
２）。第２のパイロット・シーケンスのセットは、第２の参照信号シーケンス及び第２の
直交シーケンスに基づいて第２のＵＥによって生成される。
【００９９】
　更に、ノードＢは、パイロットを送るために第３のＵＥに第１の参照信号シーケンス及
び第２の直交シーケンスも割り当てる。ノードＢは、パイロットを送るために第４のＵＥ
に第２の参照信号シーケンス及び第１の直交シーケンスも割り当てる。一般的に、各ＵＥ
は、同じリソース・ブロックでパイロットを送るために異なる組み合わせの参照信号シー
ケンス及び直交シーケンスを割り当てる。
【０１００】
　ノードＢは、ウォルシュ行列に基づいて生成される直交シーケンスのセットから第３及
び第４番の直交シーケンスを選択する。ノードＢは、データを送るために第１のＵＥに第
３の直交シーケンスを割り当て、データを送るために第２のＵＥに第４の直交シーケンス
を割り当てる。その後、ノードＢは、データのための複数のシンボル周期の複数のサブキ
ャリアで第１のＵＥから第１のデータ・シーケンスのセットを受信する。
【０１０１】
第１のデータ・シーケンスのセットは、第１の参照信号シーケンス及び第３の直交シーケ
ンスに基づいて第１のＵＥによって生成される。ノードＢは、データのための複数のシン
ボル周期の複数のサブキャリアで第２のＵＥから第２のデータ・シーケンスのセットを受
信する。第２のデータ・シーケンスのセットは、第２の参照信号シーケンス及び第４の直
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交シーケンスに基づいて第２のＵＥによって生成される。
【０１０２】
　図２１は、ＵＥによってＡＣＫ及びＣＱＩの創始ｎをサポートするための装置２１００
の設計を示す。装置２１００は、ＤＦＴ行列に基づいて生成される直交シーケンスのセッ
トから第１及び第２の直交シーケンスを選択するためのモジュール２１１２と、ベース・
シーケンスの異なるサイクル・シフトに基づいて生成される参照信号シーケンスのセット
から第１及び第２の参照信号シーケンスを選択するためのモジュール２１１４と、パイロ
ットを送るための第１のＵＥに第１の参照信号シーケンス及び第１の直交シーケンスを割
り当てるためのモジュール２１１６と、パイロットを送るための第２のＵＥに第２の参照
信号シーケンス及び第２の直交シーケンスを割り当てるためのモジュール２１１８と、複
数のシンボル周期の複数のサブキャリアで第１のＵＥからの第１のパイロット・シーケン
スのセットを受信するためのモジュール２１２０と、複数のシンボル周期の複数のサブキ
ャリアで第２のＵＥからの第２のパイロット・シーケンスのセットを受信するためのモジ
ュール２１２２と、を含む。
【０１０３】
　図１３、１５、１７、１９及び２１の中のモジュールは、プロセッサ、エレクトロニク
ス・デバイス、ハードウェア・デバイス、エレクトロニクス・コンポーネント、論理回路
、メモリ又これらの任意の組み合わせを含んでもよい。
【０１０４】
　当業者は、情報及び信号が様々な任意の異なる技術及び技法を使用して表現されること
を理解できるだろう。例えば、上記の説明を通して参照されたデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁界又は粒子、光場
又は粒子、或いはこれらの組み合わせによって表される。
【０１０５】
　更に、当業者は、本開示に関連して説明された様々な実例の論理ブロック、モジュール
、回路及びアルゴリズム・ステップが電子ハードウェア、コンピュータ・ソフトウェア、
或いは両方の組み合わせとして実施されうることを認識するだろう。このハードウェア及
びソフトウェアの互換性を明確に説明するために、様々な実例となるコンポーネント、ブ
ロック、モジュール、回路及びステップは、全般的に上記でこれらの機能性の点から説明
されている。このような機能性がハードウェア又はソフトウェアとして実施されるかどう
かは、全体のシステム上での特定の利用及び課された設計の制約に依存する。熟練した職
人は、各特定の利用のために変化した方法で説明された機能性を実施するかもしれないが
、このような実施は、本開示の範囲から逸脱する理由として解釈されるべきではない。
【０１０６】
　ここに開示に関連して説明された様々な実例の論理ブロック、モジュール、及び回路は
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途の集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）又は他のプログラム可能
な論理デバイス、ディスクリート・ゲート又はトランジスタ・ロジック、分離したハード
ウェア・コンポーネント、ここで説明された機能を実施するため設計されたこれらの任意
の組み合わせで実施され又は実行される。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでもよ
いが代案において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ或いはステート・マシーンでもよい。更に、プロセッサは、コンピューティン
グデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアで結合する１つ以上のコンビネーション或いは任意の他のこのような結
合としても実施される。
【０１０７】
　本開示に関連して説明された方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア、プロ
セッサによって実行されるソフトウェア・モジュール或いはこの２つの組み合わせによっ
て直接的に具体化されてもよい。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシ
ュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードデ
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任意の他の形式に備わっていてもよい。例示的な記憶メディアは、プロセッサが記憶メデ
ィアから情報を読み出すことができ、記憶メディアに情報を書き込むことが出来るような
プロセッサと連結される。代案において、記憶メディアは、プロセッサと一体となっても
良い。プロセッサと記憶メディアは、ＡＳＩＣに存在していてもよい。ＡＳＩＣは、ユー
ザ端末に存在していてもよい。代案において、プロセッサと記憶メディアは、ユーザ端末
内の分離したコンポーネントとして存在していてもよい。
【０１０８】
　１つ以上の例示的な設計において、この機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア或いは、これらの組み合わせの中で実施されてもよい。ソフトウェアで実施され
る場合、この機能は、コンピュータ判読可能なメディア上の１つ以上の命令又はコードと
して格納され又は送信されてもよい。コンピュータ判読可読なメディアは、ある場所から
別の場所にコンピュータ・プログラムの移動を容易にする、任意のメディアを含むコンピ
ュータ記憶メディアと通信メディアとの両方を含む。記憶メディアは、汎用又は専用コン
ピュータによってアクセスできる。限定ではなく、例示として、このようなコンピュータ
判読可能メディアは、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光学ディス
ク記憶装置、磁気記憶装置又は他の磁気記憶装置デバイス或いは命令の形式又はデータ構
造の要求されたプログラム・コード手段を運ぶ又は格納するために利用され、汎用又は専
用コンピュータ或いは汎用又は専用プロセッサによってアクセスされる、任意の他のメデ
ィアを含むことができる。更に、任意の接続は、コンピュータ判読可能メディアに適切な
名称がつけられる。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツ
イストテッド・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）或いは赤外線、無線及びマイクロ波の
ような無線技術を使用したウェブサイト、サーバ或いは他の同軸ケーブルから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツイステッド・ペア、ＤＳＬ或いは赤外
線、無線及びマイクロ波のような無線技術は、メディアの定義に含まれる。ここで使用さ
れるようなディスク（ｄｉｓｋ）及び（ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、
レーザー・ディスク、光学ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）・ディスク及びｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）・ディスクを含む。ここで、ディ
スク（ｄｉｓｋ）は、通常磁気的にデータを再生し、一方、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レ
ーザーで工学的にデータを再生する。更に、上記の組み合わせは、コンピュータ判読可能
メディアの範囲内に含まれる。
【０１０９】
　本開示の以前の説明は、任意の当業者が本開示を創作又は使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者において容易に実施され、ここで
定義された一般的な原理は、本開示の意図又は範囲から外れない他のバリエーションに適
用される。従って、本開示は、ここで説明された例示及び設計に限定される意図は無く、
ここで説明された原理及び新規な特徴に一致する最も広い範囲を認容する。
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